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第 292 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

Death Café vs Quality of life 〜 死と生を語り合う〜 

 

2024年 11月 23日は、講演会【デスカフェ 〜 死と生を語り合う場 〜 その可能性を考える】(東

中野キングス・ガーデンに於いて)に赴く(画像)。  

 

想えば、2014 年 3 月、筆者は『がん哲学カフェ in UK & 緩和ケアの祖を訪ねる旅』(毎日新聞夕

刊 3月 24日付け 『がん哲学外来』海を越えて）で、イギリスを訪問する機会が与えれた(画像)。 

3月 24 日は、緩和ケアの発祥である St. Joseph’s hospice の見学・セミナーに出席した。 特に

『First Contact Team』のコンセプトには、大いなる感動を覚えたものである。  

 

3月 25 日は、ロンドンの街を散策後、日本国大使館を wife と訪問し、大使と医務官と面談し、そ

の後、Charing Cross Hospital の敷地内にある Maggie’s Centre を訪問した。 3 月 26 日は、現

代ホスピスの祖と言われる Cicely Saunders が始めた St. Christopher’s hospice の見学・セミ

ナーに出席した。 

 

ロンドン大学では、まず、Death Café の提唱者のお話を聴き、その後、6〜7 名の小テーブルに別

れて対話し、休憩を挟み、筆者は、講演【がん哲学 〜 われ 21世紀の新渡戸稲造とならん 〜（Cancer 

Philosophy 〜 I want to become the Nitobe Inazo(1862〜1933) of the 21 century〜）】の機

会が与えられた(画像)。会場一杯で、『がん哲学 & 新渡戸稲造』の話を熱心に、聴いて下さった。

日本国の存在を語るのに、良い『21世紀の懸け橋』であると、実感する時となった。 

 

【『クオリティー・オブ・デス（死の質）』vs「クオリティ•オブ•ライフ(人生の質、生活の質)」

の視点』、『後悔しない最期を迎えるために』、『家族との絆を深くする「クオリティ・オブ・デ

ス」』、『自分はこう生き切るという意思』、『どういうプレゼントを残すか』、『患者のいろい

ろな心配ごと』、『死んだら天国で何をするか、夢をもつ』、『人との比較は無意味』、『人生の

目的とは何か』】の学びを実感する貴重な『ロンドンの旅』であった。  

 

まさに『いい人生は、最期の 5 年で決まる (SB新書;2017 年)』(画像)である。。 
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